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はじめに

このドキュメントでは、Oracle Fusion Middleware Managementプラグインを使用してOracle Enterprise Managerを介してOracle Exalytics In-Memory System and Machineを検出、監視、および管理する手順を説明します。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Exalytics In-Memory System and Machineの管理タスクおよび問題解決タスクを実行するユーザーを対象にしています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cドキュメント・セットにある次の文書を参照してください。

	
『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』


	
『Oracle® Enterprise Manager Cloud Control Oracle Fusion Middleware Management Plug-inスタート・ガイド』


	
『Oracle® Enterprise Manager System Monitoring Plug-inユーザーズ・ガイドfor Oracle TimesTen In-Memory Database』








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















新機能


Oracle Fusion Middleware Managementプラグインでは、Oracle Enterprise ManagerでExalytics In-Memory System and Machineの統合ビューを使用でき、すべてのハードウェア・コンポーネントとその物理的な場所、およびステータスを示す統合ビューが提供されます。

この章では、最新のOracle Fusion Middleware Managementプラグインで提供されるExalytics In-Memory System and Machineの管理に関連する次の優れた機能および拡張機能について説明します。

	
サポートされているハードウェアおよびソフトウェアの構成


	
InfiniBandネットワーク機能


	
高度なデータ可視化機能





サポートされているハードウェアおよびソフトウェアの構成

Oracleが新しいハードウェアおよびソフトウェアをリリースする際には、次のような新製品に対応するようにOracle Fusion Middleware Managementプラグインが更新、テストおよび認証されます。

	
Oracle Exalytics In-Memory System and Machineのハードウェア

	
Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4


	
Oracle Exalytics In-Memory Machine X3-4











InfiniBandネットワーク機能

Oracle Fusion Middleware ManagementでInfiniBandネットワークを管理することで、次の環境拡張機能がサポートされます。

	
世界最高速のデータベース・マシンに超高速のパフォーマンスをもたらします。








高度なデータ可視化機能

Oracle Exalytics In-Memory Machineで生成されたデータは、Oracle Fusion MiddlewareプラグインによりOracle Enterprise Managerで表示できます。

	
思考速度での可視化された検索により、大規模で複雑なデータから異常値やパターンを瞬時に特定します。















1 概要


Oracle Exalyticsは、Business IntelligenceおよびEnterprise Performance Managementのアプリケーションに非常に優れたパフォーマンスを提供する、業界トップのインメモリー分析向け工学システムです。クラス最高のハードウェア、市場をリードするビジネス・インテリジェンス・ソフトウェアおよびインメモリー・データベース技術で構築されたOracle Exalyticsは、無類のインテリジェンス、容易さ、扱いやすさを備え、思考速度での分析を提供する最適化されたシステムです。

Enterprise Manager Cloud Control 12cを使用すると、Oracle Fusion Middlewareプラグインを通じて、Exalyticsシステム・ターゲットのステータス、パフォーマンスおよび状態を予防的に監視することが可能になり、Exalyticsシステムをより効率的に使用し、潜在的な問題に対してより迅速に対応できるようになります。


1.1 機能

次の機能がサポートされています。

	
工学システム - ハードウェアとソフトウェアの連携


	
ハードウェアに合わせて最適化されたOracle Business Intelligence Foundation


	
アダプティブ・インメモリー・キャッシングおよび列圧縮による分析的インメモリー・データベース


	
Oracle Exadataへの最適化されたInfiniBand接続


	
高度なデータ視覚化


	
プラグ・アンド・プレイ・アーキテクチャ








1.2 サポートされているハードウェア

Oracle Exalytics In-Memory System and Machineのハードウェア

	
Oracle Exalytics In-Memory Machine X2-4


	
Oracle Exalytics In-Memory Machine X3-4















2 Exalyticsターゲットの検出


この項では、Enterprise Manager Cloud Control 12cを介してOracle Exalytics In-Memory System and Machineを検出する手順について説明します。

次のセクションでは、Exalytics In-Memory System and Machineおよびその他のサポート対象を検出する法要を説明します。

	
前提条件。


	
Exalyticsシステム・ターゲットの検出


	
Enterprise Manager Cloud Controlでご使用のExalyticsシステム・ターゲットを検出したら、「検出後の構成および確認」の手順を完了します。







	
注意:

Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、ほとんどのExalyticsシステムの一部になります。完全インストール、検出、および設定の詳細については、『Oracle® Enterprise Manager System Monitoring Plug-inユーザーズ・ガイドfor Oracle TimesTen In-Memory Database』を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/timesten.121/e28645/toc.htm











2.1 前提条件

検出プロセスを開始する前に、次の前提条件を完了します。

	
em-context.infoファイルの作成


	
Virtualized Exalyticsの前提条件


	
Fusion Middlewareドメインの検出






2.1.1 em-context.infoファイルの作成

ExalyticsホストがEnterprise Manager Cloud Controlに検出される前に、いくつかの構成手順を完了する必要があります。また、Enterprise ManagerにExalyticsシステムのシステム識別子を提供するem-context.infoファイルを作成する必要があります。次の手順に従ってファイルを使用可能にします。

	
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)にログオンし、ILOM管理、「ID」、「システムの情報」の順に選択します。SPシステム識別子の値に、Oracle Exalytics X2-2 AK00026925などの一意の値が入力されていることを確認します。


	
Oracle Exalytics X2-4構成ユーティリティv 1.0.0.5を抽出した同じOracle Exalytics Machineにログオンします。


	
rootとして、権限を更新してconfigure_for_emcc.shスクリプトを実行可能にします。


# chmod +x configure_for_emcc.sh


	
rootとして、configure_for_emcc.shスクリプトを実行してファイルを作成します。


# ./configure_for_emcc.sh


	
出力を確認し、/var/exalytics/info/em-context.infoファイルのコンテンツにOracle Exalytics Machineのシステム識別子が正しく表示されていることを確認します。システム識別子は、この手順1で確認したシステム識別子と同一である必要があります。


	
作成後、ファイルが/var/exalytics/infoディレクトリに存在することを確認します。rootとして、次のコマンドを実行します。


# cat /var/exalytics/info/em-context.info


このコマンドの出力は、次のようになります。


system_identifier = Oracle Exalytics 1229FMJ01K





	
注意:

このコマンドの出力は、古いExalyticsの画像の場合は表示が異なります。








	
ファイルの読取り権限がエージェント・ユーザーにあることを確認します。









2.1.2 仮想化Exalyticsの前提条件

検出を続行する前に、次の前提条件が仮想化Exalyticsマシンで満たされていることを確認します。

エクスポートNFSディレクトリ

ディレクトリはNFSでエクスポートしてから、他のホストにマウントする必要があります。rootユーザーとして次の手順を実行します。

	
exportsファイルを編集します。


vi /etc/exports


	
次の行をexportsファイルに追加します。


<location given during swlib nfs creation>  *(rw,sync)


	
次のコマンドを実行します


service nfs restart
service portmap restart
showmount -e <ip addr of source>


最後のコマンド(showmount -e)は、エクスポートされる場所を示しています。


	
exportsファイルを保存します。




他の仮想化Exalyticsマシンの前提条件

仮想化Exalyticsマシンの場合、『Oracle® Enterprise Manager Cloud管理ガイド』の指示に従って次の操作を行います。

	
Oracle VM Managerの登録


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e28814/cloud_iaas_setup.htm#CEGICIFE


	
Oracle VM Managerターゲットの同期


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e28814/cloud_iaas_setup.htm#BABBGACI


	
仮想サーバーの検出


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e28814/cloud_iaas_setup.htm#CEGGJHAD


	
仮想サーバーの再検出


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e28814/cloud_iaas_setup.htm#BABIFBBG









2.1.3 Fusion Middlewareドメインの検出

一般的に、Oracle Fusion Middlewareドメインは静的のままではありません。むしろ、新しいJava EEアプリケーションがデプロイされる、WebLogic Serverインスタンスが作成または削除される、クラスタが追加されるなど、ドメインのメンバーシップは常に変化しています。

デフォルトでは、Enterprise Manger Cloud Controlは、管理対象ターゲットとして構成されているドメインの変更を自動的に認識しません。ただし、アプリケーションは新規または変更されたドメイン・メンバーを検出および取り込む機能を備えています。

Fusion Middlewareドメイン(新規、変更、および複数ドメイン)の検出の詳細は、Oracle® Enterprise Manager Cloud Controlスタート・ガイドwith Oracle Fusion Middleware ManagementのMiddlewareターゲットの検出に関する説明を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E25178_01/install.1111/e24215/fmw_discovery.htm



2.1.3.1 自動検出

「WebLogicドメインのリフレッシュ」という名前で事前定義されているCloud Controlジョブを有効にすると、新しいドメイン・メンバーを自動的に検出し、管理対象ターゲットとして追加することができます。

	
「ターゲット」メニューから「ミドルウェア」を選択します。


	
ミドルウェア・ホームページで、ジョブを有効にするWebLogicドメインをクリックします。


	
ページの「一般」リージョンで、「WebLogicドメインがリフレッシュされました」プロパティの隣にあるタイムスタンプのリンクをクリックします。「WebLogicドメインのリフレッシュ」ダイアログが開きます。


	
「WebLogicドメインのリフレッシュ」ダイアログで「自動リフレッシュの有効化」ボックスを選択し、「OK」をクリックします。




ジョブを有効にすると、デフォルトでは24時間ごとに新しいドメイン・メンバーがチェックされます。実行頻度などのジョブ設定を変更するには:

	
「ジョブ」タブをクリックします。


	
ジョブ・アクティビティ・ページで、ジョブのタイトルをクリックします。


	
「編集」を選択します。








2.1.3.2 手動検出

Cloud Controlを使用すると、新規または変更されたメンバーを定期的にチェックできます。

	
「ターゲット」メニューから「ミドルウェア」を選択します。


	
ミドルウェア・ホームページで、ジョブを有効にするWebLogicドメインをクリックします。


	
「ファーム」または「WebLogicドメイン」メニューから「WebLogicドメインのリフレッシュ」を選択します。「WebLogicドメインのリフレッシュ」ダイアログが開きます。


	
「続行」をクリックします。ドメイン内の新規および変更されたターゲットが検索されます。


	
「エージェントの割当て」ページには、検出されたFusion Middlewareターゲットと、それぞれに割り当てられた管理エージェントが表示されます。「ターゲットの追加」をクリックすると、エージェントの割当てページにリストされたとおりに管理エージェントが割り当てられます。

エージェントは、自動的に次のように割り当てられます。

	
ローカル・エージェントをターゲット・ホストで検出できた場合、そのエージェントが割り当てられます。


	
ホスト上でローカル・エージェントを検出できない場合、「ターゲット」ページで指定されたエージェントが割り当てられます。




エージェントを特定のターゲットに手動で割り当てることもできます。


	
エージェントにターゲットを保存中処理ウィンドウが表示され、追加されて正常に保存されたターゲットの合計数が示されます。また、追加できなかったターゲットの数も示されます。


	
完了したら、処理ウィンドウで「閉じる」をクリックします。結果ページに、ターゲットとエージェントの割当てが表示されます。


	
終了したら、「OK」をクリックします。ターゲットが表示されて管理されるようになるまで、遅延がある場合もあります。ターゲットの監視に使用するエージェントはすべて稼働している必要があります。













2.2 Exalyticsシステム・ターゲットの検出

Exalyticsシステムは、クラスタ化された複数のExalyticsマシンで構成されます。監視のため、Enterprise Manager内に2つのターゲットがあります。

	
1つの物理マシンを表すExalytics Machineターゲット


	
全体として監視する必要のあるクラスタ化された複数のマシンを表すExalyticsシステム・ターゲット




監視するターゲットの種類にかかわらず、Exalytics Machineが1つの場合でも、検出では常にExalyticsシステムを選択する必要があります。

Exalyticsシステム・ターゲットを検出するには、次のようにします。

	
図2-1のように、「ターゲット」メニューから、「システム」を選択します。


図2-1 「ターゲット」メニュー

[image: 図2-1については周囲のテキストで説明しています。]



	
図2-2のように、「システム」ページで、「追加」をクリックし、「Exalyticsシステム」を選択します。


図2-2 Exalyticsシステムの追加

[image: 図2-2については周囲のテキストで説明しています。]



	
Exalyticsシステム上で、Exalyticsシステムの検出を開始します。「マシンの追加」([image: 「マシンの追加」ボタン])をクリックし、次の情報を提供します。

	
マシン名


	
エージェント


	
デプロイメント・タイプ


	
ホスト名


	
Bare Metal/Oracle仮想サーバーのユーザー名とパスワード


	
IPアドレス/ホスト名


	
ILOM資格照明のユーザー名とパスワード





	
「次へ」をクリックします。


	
Exalyticsシステムの検出の進捗に応じて確認ダイアログが表示されます。完了したら、「閉じる」をクリックします。


	
検出プロセスを完了するには、「ターゲットの追加」をクリックします。















3 検出後の構成および確認


Enterprise Manager Cloud Control 12cを介してOracle Exalytics Machineが検出された後で、次に示されている検出後の構成を完了する必要があります。

	
Enterprise Manager監視のための計算ノードILOM SNMPの構成


	
計算ノードILOM SNMPの確認






3.1 Enterprise Manager監視のための計算ノードILOM SNMPの構成

計算ノードのILOMターゲットは、SNMPトラップとして受信された個々の計算ノードに対する多数のディスク障害アラートを表示する役割を持ちます。ILOM SNMPを構成するには、次のようにします。

	
ILOMコンソールにログインします。


	
左側のナビゲーションで、「ILOM管理」を選択してから、「通知」を選択します。無効化レベルを持つルールを選択し、図3-1に示すように「編集」をクリックします。


図3-1 新規ILOMアラート・ルールの作成

[image: 図3-1については周囲のテキストで説明しています。]



	
「編集」ポップアップ・ウィンドウで、次の情報を入力します。

	
レベル: ドロップダウン・メニューから「マイナー」を選択します。


	
タイプ. ドロップダウン・メニューから「SNMPトラップ」を選択します。


	
アドレス: ILOMを監視しているエージェントが実行されているホストのIPアドレスを入力します。


	
接続先ポート: エージェントのポート番号を入力します。


	
SNMPバージョン: ドロップダウン・メニューからv2cを選択します。


	
コミュニティ: publicと入力します。




図3-2のように「保存」をクリックして、変更内容を保存します。


図3-2 ILOMアラート・ルール設定

[image: 図3-2については周囲のテキストで説明しています。]










3.2 計算ノードILOM SNMPの確認

ILOM SNMP構成を確認するには、次のようにします。

	
rootとして計算ノードのホストにログインし、次のコマンドを実行します。


# ipmitool -I lan -H myhost.mycompany.com -U root -P welcome1 -L OPERATOR event PCIE5/PRSNT absent assert


このコマンドの結果は、次のようになります。


PCIE5/PRSNT absent assert
Finding sensor PCIE5/PRSNT... ok
   0 | Pre-Init Time-stamp | Entity Presence #0xa7 | Absent | Asserted


	
ILOMターゲット・ページをリフレッシュします。「インシデント」セクションにインシデントが表示されます。確認後、Cloud Controlのインシデントをクリアします。















4 Exalyticsシステムの監視


Enterprise Managerを使用してシステムを監視して、システムのステータス、可用性、パフォーマンスおよび状態のすべておよび最新の概要を取得します。Enterprise Managerには、ターゲットの複雑なパフォーマンス・データがグラフや円グラフを使用して簡潔な形式で表示されます。また、ターゲット・メトリックで、そのしきい値レベル、ターゲット・アラートおよびターゲット・インシデントが相反するため、ユーザー操作が必要になることも常に知らせます。

Exalyticsシステム・コンソールを使用して、次のタスクを実行できます。

	
Exalyticsシステム・ダッシュボードの表示と使用


	
Exalyticsシステムの全体的なパフォーマンスの表示


	
Exalyticsシステムのメンバー・トポロジの表示


	
Exalyticsシステムのルーティング・トポロジの表示


	
Exalyticsシステムのリフレッシュ


	
Exalyticsシステムのジョブ・アクティビティの表示


	
Exalyticsシステムのターゲットの管理






4.1 Exalyticsシステム・ダッシュボードの表示と使用

Exalyticsシステム・ダッシュボードにアクセスするには、「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。

Exalyticsシステム・ダッシュボードには、「ハードウェア」タブと「ソフトウェア」タブが含まれます。

「ハードウェア」タブにはExalyticsシステム・ハードウェアのステータス情報が表示されます。これには、「CPUとメモリーの使用率」およびマシンのILOM詳細が表示される「ハードウェア概要」が含まれます。

「ハードウェア」タブには、問題があるターゲットとアラートを表示する「インシデントと問題」セクションもあります。表にはターゲットのステータス、問題の重大度、エスカレーション・レベルおよび最後の更新以降の時間も表示されます。

「ソフトウェア」タブに表示されるステータス情報には、Exalyticsシステムによって管理および監視される次のFusion Middlewareターゲットのアラートや主要なパフォーマンス・メトリックが含まれます。

	
WebLogicドメイン


	
Oracle BI Foundation 11g


	
Oracle TimesTen (インメモリー・データベース)


	
ホスト







	
注意:

これらのターゲットは、Exalytics検出プロセスで自動的に検出されません。ダッシュボードに表示するには、それらを個別に検出する必要があります。







デフォルトで、各Fusion Middlewareコンポーネントの表にはコンポーネント名、タイプ、ステータス、インシデント、コンポーネントが実行されているホストおよびポートが表示されます。「表示」をクリックし、「列」を選択してから、列として表に表示するオプションを選択すると、列を追加できます。

パフォーマンス・サマリー、アラート履歴、ターゲット・インシデント、メンバー・トポロジ、ルーティング・トポロジおよびジョブ・アクティビティなどのExalyticsシステムの詳細情報は、「Exalyticsシステム」メニューから表示できます。システムのリフレッシュ、システムの削除、ターゲット・アクセス権限の付与、ターゲット・ブラックアウトの管理などの管理タスクも実行できます。






4.2 Exalyticsシステムの全体的なパフォーマンスの表示

Enterprise Manager Exalyticsシステム・コンソールを使用して、次の汎用パフォーマンス・タスクを実行できます。

	
Exalyticsシステムのパフォーマンス・サマリーの表示


	
Exalyticsシステムのアラート履歴の表示


	
Exalyticsシステムのターゲット・インシデントの表示






4.2.1 Exalyticsシステムのパフォーマンス・サマリーの表示

Exalyticsシステムのパフォーマンス・サマリーを表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
Exalyticsシステムのホーム・ページから「Exalyticsシステム」をクリックし、「監視」、「パフォーマンス・サマリー」の順に選択します。


	
次のグラフが表示されます。

	
平均問合せ時間(秒)


	
サーバー問合せ(/秒)


	
BIインスタンスのステータス


	
アクティブ・セッション


	
失敗したリクエスト


	
リクエスト(/分)




「表示」メニューをクリックして「チャートの並替え」を選択すると、チャートの順序を変更できます。これによって、チャートを上下に移動、または削除できます。


	
「パフォーマンス・サマリー」ページでは、次の操作も実行できます。

	
Exalyticsサマリーの全日、2時間または15分のパフォーマンスを表示できます。


	
「表示」メニューをクックして項目を選択または選択を解除して、チャートに表示するものを設定できます。


	
チャートを前のチャートとのオーバーレイで表示したり、別のExalyticsシステムのパフォーマンス・サマリー・チャートとオーバーレイすることができます。

このためには、「オーバーレイ」をクリックしてオプションを選択します。


	
メトリック・パレットの表示をクリックすると、メトリック・パレットを表示できます。












4.2.2 Exalyticsシステムのアラート履歴の表示

Exalyticsシステムのアラート履歴を表示するには、Exalyticsシステムのホーム・ページに表示される「Exalyticsシステム」メニューから、「監視」、「アラート履歴」の順に選択します。

アラート履歴ページには、特定のメトリックがクリティカルしきい値を大幅に超えていた期間やメトリックが計算できなかった期間など、ターゲット・メトリックの詳細が表示されます。これらの詳細は、サーバーに障害が発生したり、停止時間が長期にわたる前にメトリックに関連する問題を修正する方法の計画に役立ちます。

アラート履歴ページの要素は次のとおりです。


表4-1 ターゲットのアラート履歴

	要素	説明
	
メトリック

	
ターゲットのパフォーマンスに関連するパラメータ。


	
履歴

	
様々な時間でのメトリックの状態。状態の値は、クリティカル、警告、クリアおよびデータなしです。












4.2.3 Exalyticsシステムのターゲット・インシデントの表示

ターゲットに関連するインシデントを表示するには、ターゲットのホーム・ページに表示される「Exalyticsシステム」メニューから、「監視」、「インシデント・マネージャ」の順に選択します。

「インシデント・マネージャ」ページには、ターゲットに関連する、Exalyticsシステム上で実行されるハードウェアまたはソフトウェア・コンポーネントにマイナスの影響のある様々なイベントの詳細が表示されます。これらのイベントにはユーザー処理が必要です。このセクションに表示される詳細(インシデント・サマリー、重大度、ターゲット、ターゲット・タイプなど)は、トラブルシューティングに必要です。








4.3 Exalyticsシステムのメンバー・トポロジの表示

Exalyticsシステムのメンバー・トポロジを表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
Exalyticsシステムのホーム・ページに表示される「Exalyticsシステム」メニューから、「メンバー」、「トポロジ」の順に選択します。


	
システムの「構成トポロジ」ページが表示されます。

トポロジ・ビューアでは、IT環境をグラフィカル形式で理解および視覚化できます。システム間の相互関係には、このシステムがどのシステムに依存しているか、このシステムがダウンした場合はどのシステムが影響を受けるか、使用しているシステムの各メンバーはどのように関連しているかなどの結果が表示されます。




このページでは、次のタスクを実行できます。

	
構成トピックの表示


	
カスタム・トポロジ・ビューの作成






4.3.1 構成トピックの表示

構成トピックを表示するには、「表示」リストから次のいずれかを選択します。

	
使用

このビューを使用すると、選択したターゲットが依存するターゲットを確認しやすくなります。ターゲットに問題がある場合、ターゲットが依存する別のターゲットに問題の原因があるかどうかを確認する上でこのビューが役に立ちます。


	
使用者

このビューには、選択したターゲットに依存するターゲットが表示されます。たとえば、ターゲットを停止し、その影響を受ける他のターゲットを確認する必要がある場合、このビューが役に立ちます。


	
システム・メンバー

このビューには、システムのメンバーが表示されます。


	
エンド・ユーザーが定義した「カスタム・ビュー」。







	
注意:

「使用」、「使用者」および「システム・メンバー」ビューは、即時利用可能なビューです。これらは変更できません。












4.3.2 カスタム・トポロジ・ビューの作成

カスタム・トポロジ・ビューを作成するには、次の手順を実行します。

	
「カスタマイズ」メニューから、「カスタム・ビューの作成」を選択します。


	
トポロジの名前および説明を指定し、初期コンテンツの1つを選択します。

	
現在のビューをコピー: 表示しているトポロジ・ビューと類似したトポロジ・ビューを作成します。


	
空のビューを作成: ルート・ノードから始まるトポロジ・ビューを作成します。





	
次のいずれかの公開オプションを選択します。

	
現在のターゲット・タイプのすべてのターゲットのカスタム・ビューを公開します。たとえば、データベース・ターゲットのトポロジ・ビューを作成している場合、新規ビューはすべてのデータベース・ターゲットに対して使用可能になります。


	
現在のターゲットに対してのみカスタム・ビューを公開します。

ビューを共有するには、「このカスタム・ビューを他のユーザーと共有」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。





	
トポロジで不要な情報を非表示にするには、ターゲットをハイライトし、「カスタマイズ」メニューで「関係を非表示」を選択します。

ターゲットを選択することにより、表示されていない関係を表示することもできます。「カスタマイズ」メニューから、「ターゲット」、「ターゲット・タイプとの関係をさらに表示」の順に選択します。


	
「OK」をクリックします。











4.4 Exalyticsシステムのルーティング・トポロジの表示

トポロジ・ダイアグラムは、Enterprise Managerターゲットとそのステータス、インシデント、その他のターゲット情報、およびターゲット間の関係を表示する対話形式のダイアグラムです。

Exalyticsの「ルーティング・トポロジ」ページを表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
ターゲットのホーム・ページに表示される、Exalyticsシステム・メニューから、「ルーティング・トポロジ」を選択します。




ルーティング・トポロジ・ページには、単一のトポロジ・ダイアグラムにミドルウェア・ターゲットが表示され、ターゲット間の依存関係、およびコンポーネント障害の影響を確認できます。

このページを使用して、相互に通信中のソフトウェア・コンポーネント、およびソフトウェア・コンポーネントがシステムを把握するために使用しているハードウェア・コンポーネントを視覚化できます。システムのどのコンポーネントが、その他のコンポーネントの問題によって影響を受けるかを判別できます。

トポロジ・グラフはExalyticsシステムのターゲット間の関係を表します。ターゲットには、ステータスとインシデントを示す注釈が付けられます。エンティティと関係に関する追加情報はツールチップで表示されます。グラフは、一般的なマップ・プログラムのようにパンとズームが可能で、グラフの任意の場所の展開と縮小も可能です。フィルタリングして必要なノードのみ表示することもできます。






4.5 Exalyticsシステムのリフレッシュ

「Exalyticsシステム」をリフレッシュするには、次を実行します。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
ターゲットのホーム・ページに表示される「Exalyticsシステム」メニューから、Exalyticsシステムのリフレッシュを選択します。


	
Exalyticsターゲットの検出ページが開きます。

Exalytics Machineターゲットを再度検出してExalyticsシステムへ追加するか、既存のターゲットをシステムから削除できます。









4.6 Exalyticsシステムのジョブ・アクティビティの表示

ターゲットに関連する過去のジョブ、現在実行中のジョブ、およびスケジュール済のジョブを表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
ターゲットのホーム・ページに表示される、Exalyticsシステム・メニューから、「ジョブ・アクティビティ」を選択します。


	
「ジョブ・アクティビティ」ページには、ターゲットの開始、ターゲットの停止、ターゲットのブラックアウトなどのターゲットの管理タスクに関連するターゲット・ジョブが表示されます。




「ジョブ・アクティビティ」ページを使用して、特定のジョブを検索したり、所有者、ステータス、スケジュール済開始時刻などのジョブの詳細を取得したりします。また、「ジョブ・アクティビティ」ページを使用すると、ジョブの作成、編集、一時停止、再開などのターゲット・ジョブ管理タスクを実行することもできます。






4.7 Exalyticsシステムのターゲットの管理

Exalyticsシステムのターゲットで次の管理タスクを実行できます。

	
Exalyticsシステムのターゲットのアクセス権限の管理


	
Exalyticsシステムのターゲットのブラックアウトの管理


	
Exalyticsシステム・ターゲットの削除






4.7.1 Exalyticsシステムのターゲットのアクセス権限の管理

ターゲットのアクセス権限を管理するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
Exalyticsシステムのホーム・ページに表示される、「Exalyticsシステム」メニューから、「ターゲット設定」、「管理者アクセス」の順に選択します。


	
「追加」をクリックして、ロールまたは管理者にターゲットのアクセス権限を付与します。




「アクセス」ページを使用して、ロールおよび管理者のターゲット権限を設定します。使用可能な権限は、「表示」、「オペレータ」および「完全」です。

「表示」ではコンソールにターゲットを表示するのみですが、「オペレータ」ではターゲットを表示したり、ターゲットの削除を除くすべての管理アクションを実行したりすることができます。「完全」では、ターゲットを表示したり、すべての管理アクションを実行したりすることができます。






4.7.2 Exalyticsシステムのターゲットのブラックアウトの管理

ブラックアウトは、監視対象ターゲットのデータ収集を中断するため、スケジュール済のメンテナンス・タスクを監視対象ターゲットで実行する場合に役立ちます。

ターゲットのブラックアウトを管理するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
Exalyticsシステムのホーム・ページに表示される、「Exalyticsシステム」メニューから、「監視」、「ブラックアウト」の順に選択します。




「ブラックアウト」ページを使用して、既存のターゲットのブラックアウトの検索、既存のブラックアウトの編集、新しいブラックアウトの定義、ブラックアウトの停止を行います。Exalyticsシステム・メニューを使用して、ブラックアウトを作成および停止することもできます。ブラックアウトを作成または停止するには、Exalyticsシステム・メニューから「制御」を選択し、「ブラックアウトの作成」または「ブラックアウトの終了」を選択します。






4.7.3 Exalyticsシステム・ターゲットの削除

ExalyticsシステムからExalytics Machineターゲットを削除するには、次を実行します。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsシステムを選択します。


	
Exalyticsシステムのホーム・ページの「Exalyticsシステム」メニューから、「ターゲット設定」、「ターゲットの削除」の順に選択します。


	
続行するかどうかを確認する警告が表示されます。「削除」をクリックします。

















5 Exalytics Machineの監視


Enterprise Managerを使用してターゲットを監視すると、ターゲットのステータス、可用性、パフォーマンスおよび状態に関する完全かつ最新の概要が得られます。Enterprise Managerには、ターゲットの複雑なパフォーマンス・データがグラフや円グラフを使用して簡潔な形式で表示されます。また、ターゲット・メトリックで、そのしきい値レベル、ターゲット・アラートおよびターゲット・インシデントが相反するため、ユーザー操作が必要になることも常に知らせます。

Exalytics Machineコンソールを使用して、次のタスクを実行できます。

	
Exalytics Machineホーム・ページの表示と使用


	
Exalytics Machineの全体的なパフォーマンスの表示


	
Exalytics Machineのメンバー・トポロジの表示


	
Exalytics MachineのvCPU消費レポートの表示


	
Exalytics Machineのライセンス・エディションの管理


	
Exalytics Machineのジョブ・アクティビティの表示


	
Exalytics Machineの構成情報の表示


	
Exalytics Machineターゲットの管理






5.1 Exalytics Machineホーム・ページの表示と使用

Exalytics Machineのホーム・ページを表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。




Exalytics Machineのホーム・ページにはExalyticsターゲットの機能のサマリーが表示されます。ターゲットの全体的な情報、インシデントおよび問題の概要、ターゲットのステータス、コンプライアンス・サマリー、ジョブ・アクティビティ、ターゲットのブラックアウト回数、構成変更の回数が表示されます。

ターゲットのアラート履歴、ターゲットのインシデント件数、メンバー・トポロジ、vCPU消費レポート、ジョブ・アクティビティおよび構成情報などのターゲットの詳細情報は、「Exalytics Machine」メニューをクリックし、表示させるオプションを選択すると、表示できます。ターゲット・アクセス権限の付与、ターゲット・ブラックアウトの管理、システムの削除などのタスクも管理できます。

また、Exalytics Machineのホーム・ページの右上の隅には「ページのパーソナライズ」ボタンがあります。このボタンを使用してリージョンを追加、削除、構成することにより、ホーム・ページをカスタマイズできます。ページのレイアウトも変更できます。






5.2 Exalytics Machineの全体的なパフォーマンスの表示

Enterprise Manager Exalyticsシステム・コンソールを使用して、次の汎用パフォーマンス・タスクを実行できます。

	
Exalytics Machineのターゲットのアラート履歴の表示


	
Exalytics Machineのターゲットのインシデントの表示






5.2.1 Exalytics Machineのターゲットのアラート履歴の表示

Exalytics Machineのアラート履歴を表示するには、次の手順を実行します。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
Exalyticsマシンのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「監視」、「アラート履歴」の順に選択します。




Exalyticsマシンのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「監視」、「アラート履歴」の順に選択します。

「アラート履歴」ページには、特定のメトリックがクリティカルしきい値を超えていた期間やメトリックが計算できなかった期間など、ターゲット・メトリックの詳細が表示されます。これらの詳細は、サーバーに障害が発生したり、停止時間が長期にわたる前にメトリックに関連する問題を修正する方法の計画に役立ちます。

アラート履歴ページの要素は次のとおりです。


表5-1 ターゲットのアラート履歴

	要素	説明
	
メトリック

	
ターゲットのパフォーマンスに関連するパラメータ。


	
履歴

	
様々な時間でのメトリックの状態。状態の値は、クリティカル、警告、クリアおよびデータなしです。












5.2.2 Exalytics Machineのターゲットのインシデントの表示

ターゲット関連のインシデントを表示するには、次の手順に従って、「インシデント」セクションに移動します。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
Exalyticsマシンのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「監視」、「インシデント・マネージャ」の順に選択します。




「インシデント・マネージャ」ページには、ターゲットに関連する、Exalytics Machine上で実行されるハードウェアおよびソフトウェア・コンポーネントにマイナスの影響を及ぼす様々なイベントの詳細が表示されます。これらのイベントにはユーザー処理が必要です。このセクションに表示される詳細(インシデント・サマリー、重大度、ターゲット、ターゲット・タイプなど)は、トラブルシューティングに必要です。








5.3 Exalytics Machineのメンバー・トポロジの表示

Exalytics Machineのメンバー・トポロジを表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
Exalytics Machineターゲットのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「メンバー」、「トポロジ」の順に選択します。


	
システムの「構成トポロジ」ページが表示されます。

トポロジ・ビューアでは、IT環境をグラフィカル形式で理解および視覚化できます。システム間の相互関係を使用して、次のような質問に答えます。

	
このターゲットが依存するターゲットはどれか。


	
システムが停止した場合にどのターゲットが影響を受けるか。


	
自身のターゲットのメンバーはどのように関連しているか。







このページでは、次のタスクを実行できます。

	
構成トピックの表示


	
カスタム・トポロジ・ビューの作成






5.3.1 構成トピックの表示

構成トピックを表示するには、「表示」リストから次のいずれかを選択します。

	
使用

このビューを使用すると、選択したターゲットが依存するターゲットを確認しやすくなります。ターゲットに問題がある場合、ターゲットが依存する別のターゲットに問題の原因があるかどうかを確認する上でこのビューが役に立ちます。


	
使用者

このビューには、選択したターゲットに依存するターゲットが表示されます。たとえば、ターゲットを停止し、その影響を受ける他のターゲットを確認する必要がある場合、このビューが役に立ちます。


	
システム・メンバー

このビューには、システムのメンバーが表示されます。


	
エンド・ユーザーが定義した「カスタム・ビュー」。







	
注意:

「使用」、「使用者」および「システム・メンバー」ビューは、即時利用可能なビューです。これらは変更できません。












5.3.2 カスタム・トポロジ・ビューの作成

カスタム・トポロジ・ビューを作成するには、次の手順を実行します。

	
「カスタマイズ」メニューから、「カスタム・ビューの作成」を選択します。


	
トポロジの名前および説明を指定し、初期コンテンツの1つを選択します。

	
現在のビューをコピー: 表示しているトポロジ・ビューと類似したトポロジ・ビューを作成します。


	
空のビューを作成: ルート・ノードから始まるトポロジ・ビューを作成します。





	
次のいずれかの公開オプションを選択します。

	
現在のターゲット・タイプのすべてのターゲットのカスタム・ビューを公開します。たとえば、データベース・ターゲットのトポロジ・ビューで作成している場合、新規ビューはすべてのデータベース・ターゲットに対して使用可能になります。


	
現在のターゲットに対してのみカスタム・ビューを公開します。

ビューを共有するには、「このカスタム・ビューを他のユーザーと共有」をクリックします。


	
「OK」をクリックします。





	
トポロジで不要な情報を非表示にするには、ターゲットをハイライトし、「カスタマイズ」メニューで「関係を非表示」を選択します。

ターゲットを選択することにより、表示されていない関係を表示することもできます。「カスタマイズ」メニューから、「ターゲット」、「ターゲット・タイプとの関係をさらに表示」の順に選択します。


	
「OK」をクリックします。











5.4 Exalytics MachineのvCPU消費レポートの表示

使用量レポート・ページに移動するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
Exalyticsマシンのホーム・ページで「Exalytics Machine」メニューをクリックし、「リソース使用率」、「使用量レポート(すべてのExalytics)」の順に選択します。







	
注意:

使用量レポートページは、仮想Exalytics Machineターゲットにのみ表示されます。







「vCPU使用量」ページで次のタスクを実行できます。

	
vCPU使用量レポートの表示


	
リソース使用量の傾向の表示


	
vCPU使用量レポートのエクスポート






5.4.1 vCPU使用量レポートの表示

Exalytics Machine上で実行されているソフトウェア・コンポーネントのvCPU使用量レポートを表示するには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、「期間」ドロップダウン・リストでいずれかの期間を選択します。




	
注意:

期間を選択する際、「製品」表および「詳細」表が選択した期間について自動的にリフレッシュされます。








	
「製品」リストから、使用量レポートを表示する必要のある製品を選択します。デフォルトでは、すべての製品が選択されます。


	
「製品」表から、使用量レポートを表示する必要のある製品を選択します。




	
注意:

製品を選択すると、「詳細」表が自動的にリフレッシュされ、その製品の使用量レポートが表示されます。








	
「詳細」表には、選択した製品の使用量詳細が表示されます。

「表示」をクリックし、「列」および表示する項目を選択すると、詳細を列として「詳細」表に追加できます。表示可能にする列、および非表示にする列を選択するには、「列の管理」をクリックします。

デフォルトでは、「詳細」表にコレクション時間とvCPU使用量の合計が表示されます。コレクション時間およびホストを展開し、次の詳細をすべて表示します。

	
vCPUが収集されるコレクション時間


	
ソフトウェアが実行されるホストのホスト名


	
Exalytics Machine名


	
その時点に実行中のターゲットまたはソフトウェアによるvCPU合計使用量


	
ターゲット名


	
ターゲット・タイプ


	
ターゲット所有者












5.4.2 リソース使用量の傾向の表示

Exalytics Machineターゲットのリソース使用量の傾向を表示するには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、「製品」ドロップダウン・リストからリソース使用量の傾向を表示する必要のある製品を選択します。

すべてのターゲットのリソース使用量の傾向を表示する場合は、「すべて」を選択します。




	
注意:

「製品」ドロップダウン・リストから選択する際、「製品」表および「詳細」表が自動的にリフレッシュされ、選択した製品の詳細が表示されます。








	
「期間」ドロップダウン・リストから、リソース使用量の傾向を表示する必要のある期間を選択します。


	
「傾向の表示」をクリックします。


	
リソース使用量の傾向ウィンドウが開きます。

すべての製品を選択した場合、すべての製品のリソース使用量がグラフィックで表示されます。「製品」ドロップダウン・リストをクリックして製品を選択すると、個々の製品の傾向も表示できます。


	
また、「表ビュー」をクリックすると、リソース使用量の傾向の表形式での表示を選択できます。

「表ビュー」ページで、「ビュー」をクリックして表形式で表示する詳細をカスタマイズできます。


	
「OK」をクリックしてリソース使用量の傾向ウィンドウを閉じます。









5.4.3 vCPU使用量レポートのエクスポート

Exalytics MachineターゲットのvCPU使用量レポートをエクスポートするには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、次を選択します。

	
期間

vCPU使用量レポートを表示する期間を選択します。


	
表示

「製品」を選択します。


	
製品

vCPU使用量レポートを表示する製品を選択します。

すべての製品についてvCPU使用量レポートを表示する場合は、「すべて」を選択します。





	
「エクスポート」をクリックします


	
ライセンスのオープンダイアログ・ボックスで、ファイルを開くためのプログラムを選択します。デフォルトのプログラムはMicrosoft Office Excelです。「OK」をクリックします。











5.5 Exalytics Machineのライセンス・エディションの管理

使用量レポート・ページに移動するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
Exalyticsマシンのホーム・ページで「Exalytics Machine」メニューをクリックし、「リソース使用率」、「使用量レポート(すべてのExalytics)」の順に選択します。







	
注意:

使用量レポートページは、仮想Exalytics Machineターゲットにのみ表示されます。







ライセンス・エディションの管理に関連した次のタスクを、「vCPU使用量」ページで実行できます。

	
Exalytics Machineターゲットへのライセンス・エディションの追加


	
Exalytics Machineの新しいライセンス・エディションの作成






5.5.1 Exalytics Machineターゲットへのライセンス・エディションの追加

ライセンス・エディションをターゲットに追加するには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、「ライセンス・エディションの管理」をクリックします。


	
「ライセンス・エディションの管理」ダイアログ・ボックスで、「検索」アイコンを展開します。ライセンス・エディションを追加するターゲットの詳細を入力します。「検索」をクリックします。


	
「ターゲット」表からターゲットを選択し、「ライセンス・エディションの設定」をクリックします。




	
注意:

表の詳細を表示するには、「表示」をクリックしてターゲット表に列として表示するすべての項目を選択します。








	
「終了」をクリックします。









5.5.2 Exalytics Machineの新しいライセンス・エディションの作成

Exalytics Machineターゲットの新規ライセンス・エディションを作成するには、次を実行します。

	
「vCPU使用量」ページで、「表示」リストから「ライセンス・エディション」を選択します。


	
「ライセンス・エディションの管理」をクリックします。


	
「ライセンス・エディションの管理」ページで、ライセンスを作成する必要のあるターゲットを選択し、「ライセンス・エディションの設定」をクリックします。


	
「ライセンス・エディションの設定」ボックスには、すでにターゲットにあるライセンスのリストが表示されます。

「追加」をクリックします。


	
ターゲットに追加する必要のある新しいライセンスの名前を入力します。

「OK」をクリックします。











5.6 Exalytics Machineのジョブ・アクティビティの表示

ターゲットに関連する過去のジョブ、現在実行中のジョブ、およびスケジュール済のジョブを表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
ターゲットのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「ジョブ・アクティビティ」を選択します。


	
「ジョブ・アクティビティ」ページには、ターゲットの開始、ターゲットの停止、ターゲットのブラックアウトなどのターゲットの管理タスクに関連するターゲット・ジョブが表示されます。


	
「ジョブ・アクティビティ」ページには、ターゲットの開始、ターゲットの停止、ターゲットのブラックアウトなどのターゲットの管理タスクに関連するターゲット・ジョブが表示されます。









5.7 Exalytics Machineの構成情報の表示

Exalytics Machineターゲットの収集された構成を表示するには、次を実行します。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
Exalytics Machineターゲットのホーム・ページに表示される「Exalytics Machine」メニューから、「構成」、「最新収集」の順に選択します。


	
「最新の構成」ページには、ターゲットの次の構成データが含まれます。

	
構成アイテムとプロパティ


	
すべてのシステム・メンバーとその構成データ、およびシステム構成データ


	
システムおよびターゲットの関係(即時、メンバー所属先、使用、使用者など)


	
カスタム構成収集データ







ブラウザ・ウィンドウは左右のペインで構成されています。左ペインはツリー階層です。右ペインには、表に情報が表示されたタブがあります。ツリー内を移動すると、選択されているもののコンテンツが右ペインに表示されます。選択内容に応じて、プロパティと値、関係、システムとそのメンバーの階層構造、ファイル・コンテンツなどのデータが、解析された形式とRAWテキスト形式の両方で含まれるタブが表示されます。

ブラウザで構成を表示しながら、複数あるアクションのいずれかを実行できます。これらのアクションは、タブの上にある「アクション」メニューから実行できます。左ペインのツリー階層にも使用可能なコンテキスト・メニューがあります。






5.8 Exalytics Machineターゲットの管理

Exalyticsマシン・ターゲットに対して次の管理タスクを実行できます。

	
Exalytics Machineのターゲット監視構成の表示


	
Exalytics Machineのターゲットのアクセス権限の管理


	
Exalytics Machineのターゲットのブラックアウトの管理


	
Exalytics Machineターゲットの削除






5.8.1 Exalytics Machineのターゲット監視構成の表示

特定のターゲットの監視構成の詳細を表示するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
ターゲットのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「ターゲット設定」、「監視構成」の順に選択します。




監視構成ページには、ターゲットの監視に関する内部的な詳細を表す、ターゲットのインスタンス・プロパティの詳細が表示されます。






5.8.2 Exalytics Machineのターゲットのアクセス権限の管理

ターゲットのアクセス権限を管理するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
ターゲットのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「ターゲット設定」、「管理者アクセス」の順に選択します。


	
「追加」をクリックして、ロールまたは管理者にターゲットのアクセス権限を付与します。




「アクセス」ページを使用して、ロールおよび管理者のターゲット権限を設定します。使用可能な権限は、「表示」、「オペレータ」および「完全」です。

「表示」ではコンソールにターゲットを表示するのみですが、「オペレータ」ではターゲットを表示したり、ターゲットの削除を除くすべての管理アクションを実行したりすることができます。「完全」では、ターゲットを表示したり、すべての管理アクションを実行したりすることができます。






5.8.3 Exalytics Machineのターゲットのブラックアウトの管理

ブラックアウトは、監視対象ターゲットのデータ収集を中断するため、スケジュール済のメンテナンス・タスクを監視対象ターゲットで実行する場合に役立ちます。

ターゲットのブラックアウトを管理するには、次の手順に従います。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
ターゲットのホーム・ページに表示される、「Exalytics Machine」メニューから、「監視」、「ブラックアウト」の順に選択します。




「ブラックアウト」ページを使用して、既存のターゲットのブラックアウトの検索、既存のブラックアウトの編集、新しいブラックアウトの定義、ブラックアウトの停止を行います。「Exalytics Machine」メニューを使用して、ブラックアウトを作成および停止することもできます。ブラックアウトを作成または停止するには、Exalyticsシステム・メニューから「制御」を選択し、「ブラックアウトの作成」または「ブラックアウトの終了」を選択します。






5.8.4 Exalytics Machineターゲットの削除

ExalyticsシステムからExalytics Machineターゲットを削除するには、次を実行します。

	
「ターゲット」メニューから「Exalytics」を選択します。「システム」ページから、アクセス先のExalyticsターゲットを含むExalyticsシステムの展開ボタンをクリックします。Exalyticsターゲットのリストが表示されます。


	
アクセス先のExalyticsターゲットを選択します。これにより、Exalytics Machineのホーム・ページに移動します。


	
Exalyticsシステムのホーム・ページから、Exalytics Machineターゲットを選択します。


	
Exalytics Machineのホーム・ページで、「Exalytics Machine」メニューから、「ターゲット設定」、「削除」の順に選択します。ターゲット。


	
続行するかどうかを確認する警告が表示されます。「削除」をクリックします。
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